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　本発表では、近年の文化人類学における物質文化研究の
動向を踏まえ、日本古来のたたら製鉄による和鉄から作ら
れる日本刀の生産・流通・消費の様相を読み解くことを試
みる。
　はじめに、その方法論として主にモーフィー ,Ｍとジェ
ル,Aによる芸術研究について検討する。両者はともに、芸
術を人の社会関係に反映される行為の一形式として捉え、
芸術をモノ一般から見直す視座を提供する。ジェルは、芸
術から象徴・記号論的に意味を解釈することを退け、芸術
から喚起される情動を「美」として一括りすることなく捉
えようとする。そして、その喚起される情動が、社会関係
の生成へ寄与する点に注目することで、広くは人とモノと
による社会への働きかけを問うことを提唱する。これに対
してモーフィーは、ジェルの社会関係を問う視座には理解
を示すものの、モノの形態や素材など物性とともに、かつ
ての芸術研究のように調査者側の（美的）価値観を一方的
に措定することなく、対象地で付与される価値や意味の生
成を丹念に調査すべきだと考える。またその過程では、モ
ノそれ自体とモノの意味とのつながりにおける恣意性の濃
淡についても留意すべきであるという。もっともモー
フィーが念頭においているのは、モノ一般から芸術の特徴
を分析することを通して、西洋美術に限定されない芸術の
通文化カテゴリーを探求することにある。ただ、モーフィー
の議論には、芸術らしさの探求が失われがちなジェルの議
論を補完し、そのモノらしさを問うとともに、特定のモノ
に多義的な意味が付与される過程の分析に有効な視座が包
含されている。ただし、これらの議論にはモノの製作によ
る素材の変化と、それに伴い物性が複数存在することへの
考慮が不十分でもある。そこで本発表では、モーフィーや
ジェルの提唱する視座と、文化人類学における技術研究が
提唱する視座、すなわち、モノの形態や意味を完成品のみ
で捉えないで、製作技法や生産から消費・廃棄に至るまで
の物性の変化とモノの意味の関係性を問う視座をミックス
した方法論に基づき、日本刀の生産・流通・消費の様相を
読み解くことを試みる。
　日本刀は、現在でも居合道において実用性が求められる
武道具や鑑賞美が求められる芸術品、さらに守護・鎮護が
祈念される象徴性の高い御守にもなる。また、その伝来や
史料的な価値が評価され、文化財にも指定されている刀も
ある。本発表のねらいは、こうした多義的な日本刀の社会
的に構築された意味と物性との相互関係を検討すること、
そして、人と刀とを通してどのように〈世界〉（世界観と社
会関係）が作られようとするのか検討する。
　日本刀を芸術鑑賞の対象として蒐集するコレクターたち
は、日本刀の鑑賞美に関わる刀に表出する模様を強く意識
する。コレクターたちは、歴史的に蓄積されてきた作風（形
態と表出する模様）についてそれぞれに好みをもつが、そ
の好みにはある一定の共通性もある。それは「刀の出来」
とよばれる鑑賞の上で「よい」とされる刀の基準である。
この「刀の出来」とは、刀に表出する模様のより詳細な色
合いや表れ方から判断される状態で、「よい」とそうでない
要素とに分けられる。鑑賞の上で「よい」とされる要素は、
「古名刀」、すなわち、その鑑賞美が歴史的に高く評価され
てきた刀によくみられる特徴である。また「古名刀」は、
「古刀」、すなわち、日本刀の起源とされる平安中期以降か
ら室町後期までの刀に多いとされる。なかには、その鑑賞
美とともに実用性についても高く評価される刀もある。和
鉄から刀を形作る刀の作り手刀匠もまた、コレクターたち
の同様の価値基準をもち、「古名刀」の再現を意識してい
る。現状では難しいとされる「古刀」の再現のために、よ
り失敗のリスクの高い製作技法の探求にも挑む。また、実
用性が求められる抜刀用の刀や守護・鎮護が祈念される刀
についてもそれぞれ、コレクターや長年居合道に従事して
きた者たちが指摘するそれらに適しているとされる形態と
模様があり、ある一定の共通性も見出される。これら抜刀
用の刀や御守刀に適しているとされる作風は、鑑賞の上で
「よい」とされる作風の一部であり、刀匠たちにとっては実
用性と鑑賞美とは矛盾しない。
　もっとも、刀匠たちが最終的に到達しようとするのは、
「古名刀」の再現を経た独自の作風を開拓することにある。
ただし、その開拓では、これまでに残されてきた刀の作風
を全く逸脱するようなものが目指されているわけではな
い。刀匠たちは、日本刀の形態については平安中期以降残
されてきた刀の形態を遵守する。現状では、数種あるこれ
までに作られてきた刀の模様を組み合わせて、新たな作風
を作る方向にあるといえる。この開拓のあり方からはある
話題提供者：青木啓将
演題：和鉄から〈世界〉をつくる ～人と技術とモノのあいだからみえること～
開催日時：2014 年 ７月 16 日，18：00 ～ 19：00
開催場所：100 号館第１会議室
第４回
－ 239 －
人間科学研究　Vol.27, No.2（2014）
「人間科学研究交流会」報告
種の制約が読み取れるが、その制約は、一方ではこれまで
に残されてきた刀の形態を逸脱するものは実用性を欠いて
おり、「日本刀ではない」という刀匠たちの価値観に起因す
る。また他方では、戦後以降、日本刀の所持に必須となっ
た刀１振りごとに各都道府県教育委員会から交付される
「銃砲刀剣類所持登録証」のための登録審査において、日本
刀は「伝統」的な技法で作られた「美術品」であることを
求められていることにも起因する。この審査では、審査対
象となる刀が「伝統」的であるかどうかという観点から、
刀の形態についても留意される。
　以上で述べてきた日本刀を、刀匠、コレクター、居合道
従事者たちは、自身たちが「よい」とする刀の特徴を通し
て啓蒙しようとする。ただし、彼らが啓蒙しようとする実
用性なり、鑑賞美は、ある程度の訓練を受けなければ理解
することは難しいだろう。たとえば、鑑賞美に関しては、
コレクターたちと同様の「よさ」を感じるかどうか以前に、
その「よさ」を喚起させる刀の物理的な状態の違いを見分
ける鑑識眼を養う必要がある。このように刀の生産・流通・
消費を通しては、マニアックで、理解しがたさが付帯され
る〈刀の世界〉が作られようとする。そして、そのマニアッ
クさ、ないし理解のされがたさは、刀を作る技術や見る技
術を通して、刀の物性と意味とが結び付きが所与のもので
あるかのように扱われるところにあると考えられる。
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